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　国土交通省よりＪＲ東日本へ、１月23日に発生した架線トラブルに対して「警告書」が
発出されました。昨年の東海道線大船駅構内において列車と電化柱が衝突した事象に続
いての発出となり、ＪＲ東日本のトッププライオリティである『安全』が脅かされています。
　今回の設備故障では、架線の張力を調整する自動張力調整装置（WTB）の重錘ロッド
が破断しています。また、復旧作業中に感電事故の二次災害が起きています。昨年６月16
日には千葉内房線で感電死亡事故が発生しており、この間も安全に対して団体交渉でＪＲ
東日本に求めてきたところであり、繰り返し発生していることは異常事態です。
　復旧体制、連絡体制がどうであったのか、背後要因も含めて原因究明を徹底して再発防
止に努めていかなくてはなりません！

復旧作業中に感電事故が起きた原因を明らかにすること。また、指揮
命令の体制、電力指令と輸送指令のやり取りについて、事象発生から
感電事故までの運転統制記録について事前に示すこと。

１月２３日の事象の経過と停電した原因の詳細を明らかにすること。

「自動張力調整装置」の検査履歴、管理表等について事前に示すこと。

今後の電気関係設備に関する対策について内外に明らかにすること。
今回のような輸送障害発生時に二次災害を起こさないために、そして、
安全・安定輸送の確立に向けて、労働組合と真摯に議論する中で対策
の確立を図ること。
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